
 提案概要書（抜粋版） 

１．コンセプト 

２．事業の特徴，波及効果の概要 

(1)事業の特徴 

・立地を活かした「食」の充実。地域の「健康」増進サポート 
・コミュニティを生み出し，健康増進活動の場としても利用できる「緑」豊か 
 な環境。日常的に利用できる「心とカラダが満足できる施設」を目指す 
・都市型ライフスタイルの中心として機能し，国内外にアピールできる拠点を 
 実現する 

(2)波及効果 

・経済活性化（市内企業優先利用，市内テナント誘致，地元産食材の 
 積極的な取扱い，新規雇用創出，就労体験受入） 
・住民サービス向上（行政出先機関等の積極導入等） 
・教育文化活動支援（講座，展示会，教室やイベントなどへの会場提供， 
 情報の発信，利用促進） 
・地域防犯力の向上（警察官立寄所の設置，防犯イベントの開催等） 
・地域防災力の向上（災害時応急活動体制の整備，充実に協力） など 

３．跡地活用の考え方の概要 

(1)跡地全体の 
  土地利用 

・跡地全体について地域密着型商業施設を計画 
・事業化の範囲は，青果市場跡地全体及び駐車場跡地 

(2)交通環境への 
   配慮 

・近隣道路の渋滞を助長させない（充分な台数を持つ駐車場の設置，滞留 
 長等を考慮したスムーズな動線計画，充分な誘導人員の配置，バス停留 
 所の敷地内設置等） 
・公共交通機関の利用を促進（主要な交通拠点とのシャトルバス運行，空 
 港とのCAT導入，平日の福岡空港へのパークアンドライド，公共交通機関 
 利用客へのサービス付与等） 

(3)オープンス 
   ペース等の 
   確保の考え方 

・芝生広場，屋上の遊び場，遊具の設置により児童生徒が気軽に運動できる 
 空間を整備 
・行政，町内自治組織など，地域と連携しながら，シルバー人材の雇用など 
 により当社が管理運営 

(4)緑化，住環境， 
   景観等への 
   配慮 

・地域の方々が散策できる歩道，駐車場，広場，アウトモールや施設本体へ 
 の緑化により，敷地内に連続した緑化スペースを配置 
・これらの緑化や，建物の形状の工夫により圧迫感を低減したり，騒音源と 
 住環境の離隔距離確保等を行うことにより周辺住環境・景観へ配慮 

(5)跡地活用を展   
   開する 
   アイデア 

・主要な交通拠点へのシャトルバス運行とバス停留所の敷地内設置 
・空港利用者へのお土産コーナー設置やコンシェルジュ，両替，手荷物宅配 
 サービスの取組み 
・竹下商店街，敷地周辺企業とのイベント連携 
・幼稚園，小学校，大学など周辺教育機関との教育文化活動連携 

(6)都市計画等 
   による規制 
   緩和 

・屋外駐車場の排水勾配によって生じる盛土のレベルが，現状地盤レベル 
 より30cmを超えた場合の開発行為の規制緩和 
・浸水を考慮して設定した施設の接地レベルが，現状地盤レベルより30cm 
 を超えた場合の開発行為の規制緩和 

『心とカラダに満足を 住みたくなる，住み続けたくなる街の拠点づくり』 
～「一大食ゾーンと緑豊かな空間」によるモノ・コト・体験・話題性を備えた， 
  心豊かで健康的な日常生活を提案する地域密着型施設の提案～ 

４．跡地活用のイメージ等 

A 



 提案概要書（抜粋版） 

１．コンセプト 

２．事業の特徴，波及効果の概要 

敷地一体利用による，市民の皆様の豊かな生活環境と広域観光を実現する 
南部広域拠点のランドマーク創出 

(1)事業の特徴 
・多彩なまちづくりに必要な機能を「賑わい集客施設」で補完・強化 
・市民の皆様の憩いの空間となるオープンスペース等の整備 

(2)波及効果 
・地域雇用の創出 
・地域への消費流入による経済効果 
・観光集客力の伸長 

３．跡地活用の考え方の概要 

(1)跡地全体の 
  土地利用 

・跡地全体について大規模集客施設を計画 
・事業化の範囲は，青果市場跡地全体及び駐車場跡地 

(2)交通環境への 
   配慮 

・敷地自主後退による道路の一部拡幅 
・公共交通機関の利用を促進する各種取り組み 

(3)オープンス 
   ペース等の 
   確保の考え方 

・憩いの空間となるオープンスペースや運動スペースの整備（ハード面） 

(4)緑化，住環境， 
   景観等への 
   配慮 

・壁面緑化や透水性舗装の利用等，ヒートアイランド現象への対策を実施 
・福岡市の豊かな自然と呼応する外構・ファサードデザインの策定 

(5)跡地活用を展   
   開する 
   アイデア 

・周辺商店街や企業と連携した観光イベントの開催 
・オープンスペースを利用した集客イベントの実施 

(6)都市計画等 
   による規制 
   緩和 

－ 

B 

４．跡地活用のイメージ等 

多彩なまちづくりに必要な機能を賑わい集客施設で補完・強化することに加え，まちの憩い・集いの場となる
コミュニティ核の機能を整備することで，当該エリアの拠点性を高める開発を目指します。 



 提案概要書（抜粋版） 

１．コンセプト 

２．事業の特徴，波及効果の概要 

環境と共生し持続的な暮らしを実現する，[緑]と[住まい]と[裕り]のスペース
が一体となった次世代型の総合開発 
メインテーマは，【エネルギー自立・緑・住・裕の新しいステージ】 

(1)事業の特徴 

・[緑]は身近な緑，シンボリックな緑，豊かな緑の三つの緑で構成し連続す 
 る緑の空間 
・[住]はZEH(ゼロエネルギーハウス),環境に優しく美しい景観の計画的住宅 
 地，多世代が居住する集合住宅等，行政区を代表するようなモデル的な住 
 環境 
・[裕]はコミュニティ施設，生活利便施設，子育て支援施設及び高齢者支援 
 施設等が近接し，裕かで，健康な暮らしを実現する環境づくり 

(2)波及効果 

・地域の憩いの場を提供   
・地域の身近な交流の場を提供 
・地域の健康づくりの場を提供  
・地域の生活利便性の向上 
・地域の子育て支援の場を提供  
・地域の為の新しい防災拠点を提供   
・環境共生・持続的なまちづくりのモデルとしての効果 

３．跡地活用の考え方の概要 

(1)跡地全体の 
  土地利用 

・東側に公園スポーツ，中央に生活利便施設や住宅（集合住宅），子育て 

 支援及び高齢者支援施設，西側に住宅（戸建分譲）を計画 

・うち事業化の範囲は，中央及び西側の約5.4ha 

(2)交通環境への 
   配慮 

・適正密度の住宅地整備で周辺の交通に大きな影響を与えない土地利用 
・生活利便施設や多世代ハウジングなどへのアクセスは，計画地中央に新た 
 に設けた区画道路からとする 

(3)オープンス 
   ペース等の 
   確保の考え方 

・生活利便施設内にインドアのスポーツ施設（民設民営） 
・スポーツ広場に多様な運動広場を計画し，目的別に利活用できる環境を 
 整備（公設公営もしくは公設民営） 

(4)緑化，住環境， 
   景観等への 
   配慮 

・身近な緑，シンボリックな緑，豊かな緑の三つの緑で，計画地全体の緑 
 化を図り，緑豊かな景観を形成。緑化を担保する手法は緑地協定と独自 
 のまちづくりガイドラインを想定 
・周辺に向かって低層化する圧迫感の少ない土地利用 

(5)跡地活用を展   
   開する 
   アイデア 

・地区内の居住者向けに専用のポータルサイトを導入し，地域情報が盛り込 
 まれたタブレットを配布 
・周辺のイベント情報や交通情報，周辺の大型公園，公共施設とのネット 
 ワークによる利活用情報，等，生活を裕かにするIOT活用の暮らしを提案 

(6)都市計画等 
   による規制 
   緩和 

・周辺からの容積移転等による多世代ハウジング用地の容積緩和 
・航空制限等高さ規制の緩和 
・緑豊かな環境形成の為の独自のまちづくりガイドラインや建築協定，緑 
 地協定等の導入 

ゆと 

C 

４．跡地活用のイメージ等 

筑
紫
通
り 

※住宅についてはZEH(ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰﾊｳｽ）を提案。提案理由は， 
 交通発生量の抑制，少子高齢社会に備えた様々なスタイ 
 ルの住生活の提供（親子世帯の近居，地域内住替など）。 



 提案概要書（抜粋版） 

１．コンセプト 

２．事業の特徴，波及効果の概要 

未来へ発進する地域の力 
 ～未来へつなげてゆく地域拠点への変化～ 

(1)事業の特徴 
・これからの時代を見据え未来対応型の施設とし，福岡，九州をアピール 
 できる発進拠点を目指す 
・また，参加・交流，雇用，施設利用等を通じて地域の活性化を目指す 

(2)波及効果 
・地域企業，団体との協力，提案やコラボレーション等を通じた地域活性 
 化と発進拠点 
・災害時の拠点利用，防災への備えのある施設(安心と安全)  

３．跡地活用の考え方の概要 

(1)跡地全体の 
  土地利用 

・跡地全体について商業ゾーン及びホテルゾーンを計画 
・事業化の範囲は，青果市場跡地全体 

(2)交通環境への 
   配慮 

・敷地周囲道路の拡張や交差点整備，歩道設置，交通誘導案内設備対策を 
 計画し交通緩和に努める 
・レンタサイクル等による竹下駅とのアクセス・快適性の向上 
・公共交通機関の利用促進 
・車両誘導や出入口の配慮による筑紫通りへの交通配慮 

(3)オープンス 
   ペース等の 
   確保の考え方 

・地域住民や団体の広場，ホール，一部共用部等の利用 

(4)緑化，住環境， 
   景観等への 
   配慮 

・スマートシステムやエコシステム導入，検討 
・エネルギー消費軽減器材の積極活用 
・緑化率の向上(敷地・建物) 
・圧迫感に配慮した施設景観や施設配置 

(5)跡地活用を展   
   開する 
   アイデア 

・空港，博多駅，大橋駅等へのシャトルバス運行検討 
・地元企業，商店との連携，イベント 
・空，海，陸からのアクセスの良さを考慮し，国内外の観光，興業，教育 
 支援等への対応拠点 

(6)都市計画等 
   による規制 
   緩和 

・屋外広告物条例の緩和 
・既設水路への行政協力(担当窓口，手続きを含む) 

D 

４．跡地活用のイメージ等 

今回の跡地計画では，未来を創造する地域
の人々にとって生活しやすい楽しめる場所
へとする為に，新しい変化へとつなげてゆ
きたい。 
それには，従来の物販オンリーの考え方で
はなく，新しい考え方が必要と感じます。 
地域交流（人々のふれあい）や健康，安全，
国際社会への対応，子供たちが喜んで受け
取るものなどが必要であり，これが未来へ
の創造や希望に繋がると信じます。 
私たちは実現の為に，安全な食，住まい，
衣料，健康，教育などでの様々なご支援や
地元地域とのコミュニティー空間づくりな
どを通し，皆様の日常生活を多目的でお手
伝いできる商業ゾーンを目指します。 
更に，国際社会への対応にも国内外の旅行
者が気軽に過ごせる体験ゾーンやお土産
ゾーンとの連携を考えたホテルゾーンを展
開することでお応えいたします。 
また，現在の社会問題である福祉に対して
も，保育施設と老人福祉との融合ゾーンも
検討しており，有事の際の防災拠点となる
環境づくりを積極的に行い，地域の低炭素
化とスマート化を目指します。 
これらのゾーン・施設を活かし，この地か
ら国内外に向け，大きなメッセージを発信
できるものと考えます。 
地域の力を信じ，協力し，未来へ発進でき
る力をここで発揮できる提案といたします。 

～未来へ発進する地域の力～ 



 提案概要書（抜粋版） 

１．コンセプト 

２．事業の特徴，波及効果の概要 

世代・文化が交差する。昔ながらの繋がりがある新しいまち。 
FUKUOKA SOUTHERN CROSS 

(1)事業の特徴 

“Local & Global Food”“Well-Being”“Culture Creation”の3つのテー
マを基に，にぎわい交流施設と健康・福祉コミュニティ施設を核として，公
共交通ネットワークの形成に資する交通機能の導入と緑豊かな空間の確保な
らびに多彩なイベントの展開により，福岡市南部の新たなコミュニティ拠点
を創造し，生活の質の向上と都市の成長の好循環を創り出します。 

(2)波及効果 

・医療，交流，商業・公共交通など多機能型の生活拠点を形成し，南部 
 地域の新たな発展のトリガーとなる  
・緑あふれる広場，散策路や，さまざまな防災機能が具備されることで 
 地域のうるおいと安全性を向上 

３．跡地活用の考え方の概要 

(1)跡地全体の 
  土地利用 

・跡地全体について賑わい交流施設及び健康・福祉コミュニティ施設を計画 
・事業化の範囲は，青果市場跡地全体 

(2)交通環境への 
   配慮 

・バス事業者と協議の上，大橋駅との結節を強化し，公共交通機関での来 
 街を促進する 
・敷地のセットバックや適切な交通誘導により，交差点負荷や渋滞の軽減 
 等を図る  
・プロムナード（緑のなか小道）を整備し，歩行者や車椅子，ベビーカー 
 の方が安全に通行できるように対策する 

(3)オープンス 
   ペース等の 
   確保の考え方 

・屋上には自社で管理，運営する「プレイ＆フィットネスパーク」（子ど 
 もからシニアまでの運動広場）や体験学習や趣味の場となる「コミュニ 
 ティファーム＆カフェ」（レンタル菜園）を整備するとともに，バーベ 
 キュー広場の導入を検討 
・「コミュニティガーデン」と「緑のなか小道」を一体的なオープンス 
 ペースとして計画し，イベントなどで活用する他，防災広場として必要 
 な機能を導入 

(4)緑化，住環境， 
   景観等への 
   配慮 

・跡地北側の住宅街に配慮し住宅地のまちなみから繋がる「緑のなか小 
 道」と市民に開放された「コミュニティガーデン」を整備。また，屋上 
 にも公園や農園を配するほか，壁面緑化に取り組む 
・建物は分棟化し，周辺の住環境ならびに景観との調和を図る 

(5)跡地活用を展   
   開する 
   アイデア 

・福岡・九州体験を提供する場としてコンテンツの充実を図る 
・公共交通機関でお越し頂いたお客さまへの特典付与を検討。また，竹下 
 駅から跡地に至る次世代モビリティサービスの社会実験を提案 
・計画地周辺の地域団体や事業所，福岡の農業生産者と共に，住み続けら 
 れるまちづくりやエリアブランディングに資する取り組みを検討し，展 
 開を図る 

(6)都市計画等 
   による規制 
   緩和 

・自動運転の導入に向けた特区等による規制緩和について協議  
・スムーズな入出庫導線の実現による交通環境を悪化させないための周辺道 
 路の改良等について協議 

E 

４．跡地活用のイメージ等 

全体鳥瞰図 

緑のなか小道（プロムナード） コミュニティガーデン（芝生広場） 

■ 南部地域のコミュニティ拠点を創造する三つのテーマ ■ 

Local & Global Food 
福岡・九州の“地のもの”に加え、ア

ジアの拠点・福岡らしく、世界のおい

しいものに出会える食の一大集積を

創出し、多彩な食文化交流を生み

出します。 

Culture Creation 
自由時間を楽しむ創作活動や趣味、

学びの場を提供し、家族や友人との

交流が深まる生活拠点を創出します。 

Well-Being 
誰もが生涯を通じて幸せに過ごせる

よう、心身の健康づくりの場や子育

支援サービスを提供するとともに、シ

ニアのための健康・福祉コミュニティ

機能を導入します。 



 提案概要書（抜粋版） 

１．コンセプト 

２．事業の特徴，波及効果の概要 

豊かな地域コミュニティと新たな交流を生む場の創出 

(1)事業の特徴 

 
跡地のポテンシャルを最大限発揮し，市全体および周辺地域への波及効果を
生み，新たな魅力を創出するまちづくり 
 

(2)波及効果 
・福岡らしい魅力を発信し，多くの人が訪れる場を創出 
・生活利便性の向上により地域住民の豊かな暮らしを実現 

(1)跡地全体の 
  土地利用 

・跡地全体について多機能複合施設，高齢者向け施設，メディカルモール， 
 等を計画 
・事業化の範囲は，青果市場跡地全体及び駐車場跡地 

(2)交通環境への 
   配慮 

・適切な施設規模の設定，駐車場出入口の分散配置による交通負荷低減 
・駐車場・駐輪場利用に関する情報発信，公共交通利用促進に向けた取り 
 組み 

(3)オープンス 
   ペース等の 
   確保の考え方 

・半屋外空間をイベントや運動，災害時にフレキシブルに活用 
・様々な利活用が可能となるよう，多機能複合施設等と一体で民間が 
 所有・民間が運営 

(4)緑化，住環境， 
   景観等への 
   配慮 

・緑が乏しい現状を踏まえ，敷地外周への街路樹の配置や壁面緑化等，地域 
 の緑被率向上に貢献 
・周辺市街地との調和に配慮し，壁面の分節等により圧迫感を軽減 

(5)跡地活用を展   
   開する 
   アイデア 

・広域交通拠点との近接性：目的性の高い新たな観光エリアとしての地域 
 活性化 
・公共交通利用促進：交通情報や地域情報の発信等 
・周辺施設との連携：商店街や周辺施設との共同イベントの開催等による 
 地域活性化 

(6)都市計画等 
   による規制 
   緩和 

－ 

３．跡地活用の考え方の概要 
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４．跡地活用のイメージ等 



 提案概要書（抜粋版） 

１．コンセプト 

２．事業の特徴，波及効果の概要 

家庭でもない職場でもない，仲間づくり「サードプレイス・サークル」をコ
ンセプトとした街づくり。「サードプレイス・サークル」とは，家庭でもな
い職場でもない第 3 の居場所サードプレイスがたくさん存在する場，また，
そこで集う仲間を表す。 

(1)事業の特徴 

敷地東側にライフスタイル百貨店とローカル・ファースト・マーケットを二
つの核とした商業施設，西側に医療モールを中心とした健康増進施設を配置
し，様々なオープンスペースを連続させることで，それぞれの人々にとって
の居場所，コミュニティの場となる街づくりを行う。 
 

(2)波及効果 
跡地活用により生み出される人々の交流，体験価値の共有，地域との連携な
どが，人を育て，地域を活性化し，シビックプライド（住民意識）の向上や
周辺まちづくりの誘発など，市全体または周辺へ波及していく効果を生む。 

(1)跡地全体の 
  土地利用 

・跡地全体について商業施設及び健康増進施設を計画 
・事業化の範囲は，青果市場跡地全体 

(2)交通環境への 
   配慮 

・周辺道路の拡幅や敷地内の南北貫通通路を整備し，渋滞緩和を図る 

・一般車駐車場は貫通通路からのアクセスとし，滞留長を確保 

・バス専用駐車場やバスベイも合わせて整備し，幹線道路の交通環境への 

 影響を最小とする 

・レンタルサイクルのステーションを敷地内に設け，自転車による移動を 

 促進 

・竹下駅を中心とした，コミュニティバスを運行し車以外での来場を促進 

(3)オープンス 
   ペース等の 
   確保の考え方 

・敷地全体を市民へ開放し，様々なオープンスペースが連続する緑豊かな 

 環境をつくる 

・敷地東側に児童生徒が気軽に運動できる多目的広場を配置し，大階段で 
 エントランス広場と連続させて，大規模なイベントにも対応する賑やか 
 なオープンスペースとする 
・西側はこども広場とし，近隣住民やこどもたちの憩いの場とする  

(4)緑化，住環境， 
   景観等への 
   配慮 

・連続するオープンスペースは周辺の景観形成を先導する緑豊かな環境とし，
 都会のオアシスとして憩いの場を提供 
・敷地内は様々に通り抜けが可能として，自由に散策できるバリアの無い空 
 間づくりを行う 

(5)跡地活用を展   
   開する 
   アイデア 

・観光バス専用駐車場を確保し，観光人口を増やす 

・周辺食品関連施設と連携し，アンテナショップを設けることで，福岡の 

 食文化を支えてきた土地の記憶を活かした情報を地域へ発信 

(6)都市計画等 
   による規制 
   緩和 

・敷地外周の水路の暗渠化についての協議 

３．跡地活用の考え方の概要 
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４．跡地活用のイメージ等 



 提案概要書（抜粋版） 

１．コンセプト 

２．事業の特徴，波及効果の概要 

子供からシニアまで世代を超えて夢を描くまち， 
新時代の福岡をリードするまちへ 

(1)事業の特徴 
敷地中央に“広場”を設け，周辺に複合集客施設，保育所，高齢者住宅，分
譲マンションを配置することで，都心近接，商住隣接，多世代交流の複合型
開発を行う。 

(2)波及効果 
防災機能や多世代交流を充実させ，安全・安心の先進的なまちづくりのモデ
ルを目指す。 

(1)跡地全体の 
  土地利用 

・跡地全体について複合集客施設，分譲マンション，高齢者住宅，保育園等 
 を計画 
・事業化の範囲は，青果市場跡地全体及び駐車場跡地 

(2)交通環境への 
   配慮 

・敷地へのアクセスを強化し，交通量の分散を図る 
・公共交通機関の利用を促進する 

(3)オープンス 
   ペース等の 
   確保の考え方 

敷地の中央に緑豊かな広場を配し，また，広場の上部にも空中庭園を設ける
ことで，児童生徒等が気軽に楽しめるオープンスペースを確保する。 

(4)緑化，住環境， 
   景観等への 
   配慮 

敷地内の各施設と一体化した緑地と，広場と一体化した屋上緑化により，立
体的な緑の庭園を設け，周辺の住環境の質の向上と景観への配慮に努める。 

(5)跡地活用を展   
   開する 
   アイデア 

・福岡空港との近接性を活かしたインバウンドの対応 
・周辺の事業者等との連携したイベントの開催 等 

(6)都市計画等 
   による規制 
   緩和 

－ 

３．跡地活用の考え方の概要 
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４．跡地活用のイメージ等 ※住宅については分譲マンションを提案。提案理由は， 
 幅広い層のライフスタイルに対応し、多世代が交流する 
 世代循環型のまちづくりのモデルを目指すため。 
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